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Ⅵ 普及宣伝活動

情報誌の発行や地元報道機関への情報提供等により、積極的にプロジェクトの普及宣伝活動

を実施しました。

１ 情報誌「赤谷の森だより」の発行

地元・近隣の地域住民を対象としたプロジェクトの普及宣伝のため、情報誌「赤谷の森だよ

り」を第11号から第13号まで発行しました。各号の内容としては、下表のとおりです。

編集体制は、赤谷センターが事務局となり、赤谷プロジェクト関係機関により編集会議を開

催しながら進めています。

発行部数は１万２千部で、みなかみ町の全戸へ各１部ずつ配布しています。また、図書館等

の公共機関にも配置しています。

引き続き、赤谷プロジェクト地域協議会メンバーとの意見交換の機会なども利用し、地域の

皆様が読みやすく興味を持てるような誌面作りに心がけ、プロジェクトの普及宣伝を図ります。

平成21年度「赤谷の森だより」主な掲載内容

タイトル 執筆者

（敬称略）

第11号 コラム「持続的な地域づくりに取り組んでいます」 林 泉

（地域協議会）

赤谷プロジェクト紹介「赤谷の森の渓流環境」 相原 慎二

（前赤谷センター）

猿ヶ京関所資料館「上越風土記展」を見て 藤田 卓

（日本自然保護協会）

赤谷プロジェクトに望むこと「里山と人との関わりの 深町 加津枝

これからを見つめて」 （京都大学准教授）

第12号 コラム「三国街道でお宝探し」 田中 直哉

（赤谷センター所長）

赤谷プロジェクトの紹介「－プロジェクトが発足して 山崎 亨

からわかったこと－赤谷の森のイヌワシ・クマタカ」 （アジア猛禽類ネット

ワーク会長）

赤谷プロジェクトに望むこと「次世代を育む活動の必 利根川 太郎

要性」 （新治小学校校長）

第13号 コラム「ともに歩むことの大切さ」 茅野 恒秀

（日本自然保護協会）

赤谷プロジェクト紹介「赤谷地域の国有林の計画づく 関東森林管理局計画課

りに向けて」

赤谷プロジェクトに望むこと「赤谷プロジェクトへの 岡田 千穂

期待」 （新治中学校教諭）
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情報誌「赤谷の森だより」（第12号及び第13号）

２ 関東森林管理局広報誌「関東の森林から」への寄稿

赤谷センターでは、関東森林管理局の広報誌である「関東の森林から」へ毎月寄稿すること

により、赤谷プロジェクトの旬の話題を提供し、幅広く近況をお伝えできるように心がけてい

ます。平成21年度に掲載した内容は以下のとおりです。

平成21年度「関東の森林から」掲載内容

号 発行月 内 容

特集号 ４月 ・自然環境モニタリング会議、企画運営会議の開催

61号 ・環境教育への取組み

62号 ５月 ・養成研修専攻科生(第 48期 )へ講義

・「赤谷の日」の活動

63号 ６月 ・水生昆虫談話会メンバーの来訪

・放送大学の面接授業

・新治中学校総合学習への協力

64号 ７月 ・千葉市中学校への環境教育の実施

・「赤谷の森自然散策」の開催

65号 ８月 ・ムタコ沢の水源かん養機能について

・高校生への森林管理教育

・植生管理の指針づくり
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66号 ９月 ・レッツ！サマースクールでの森林環境教育

・「ムタコの日」で住民参加の森づくり

67号 10月 ・茂倉沢治山事業現地取材について

・府中市緑の活動推進委員研修会

・水生昆虫観察会の開催

68号 11月 ・猛禽類調査について

・自然環境モニタリング会議の開催

・ＪＩＣＡ海外研修生の受け入れ

69号 12月 ・ＪＩＣＡ国別研修・インド環境森林省

・茂倉沢治山事業・現地説明会の開催

70号 平成21年 ・南ヶ谷湿地の堆積物調査

１月 ・企画運営会議の開催

・「赤谷の森を語る会」の開催

71号 ２月 ・１月の「赤谷の日」活動

・植生管理ＷＧ

72号 月 ・現代都市文化研究会の視察

・「赤谷の森自然散策」を開催

・環境教育ＷＧの取組み
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３ メディアを活用した広報活動

赤谷プロジェクトのメディアを活用した広報活動は、主に全国的な対応を日本自然保護協会

が、地元報道機関への対応を赤谷センターが担当し実施しています。

（１）テレビ

①群馬テレビ「ＪＵＳＴ(ジャスト)６」

放映日時 ９月18日（金）18時～

群馬テレビのニュース番組で、コメンテーターとして出演した毎日新聞前橋支局長から

赤谷プロジェクトの紹介、サポーター活動、茂倉沢治山事業の取組みについて解説があり

ました。放送に当たっては、事前に「赤谷の日」への密着取材もありました。

豊凶調査など「赤谷の日」の活動も紹介

②ＮＨＫ「おはようニッポン」

放送日時 11月５日（木）７時～

茂倉沢の治山工事現場から、テレビリポーターによる過去からの「赤谷の森」の移り変

わり、渓流環境復元のための治山ダム中央部撤去の取組みの紹介がありました。

工事中の茂倉沢治山ダム
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（２）新聞

掲載された新聞記事

注：無断での複製、送信、出版、頒布等の著作権を侵害する行為を防止するため、冊子に掲

載した各新聞社の記事や写真は省略しています。あらかじめ御了承ください。
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４ ホームページによる広報活動

赤谷センターでは、赤谷プロジェクトやセンターの取組みをホームページで情報発信してい

ます。イベント情報等のホームページのタイムリーな更新に努めました。


